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○「何のために学校へ通っていますか」 

 授業の冒頭、問いました。 

 算数の時間、自分で時間を活用して粘り強く取り組む時間ですが、残り１０分。雰囲気

か崩れていました。 

 学級の時間、４年生を振り返り、５年生の目標を立てるシートの提出が時間内にできた

のは５名でした。鉛筆すらもたず、だるい、やりたくないオーラ全開の子が数名いました。 

 だから、上記のように問うたのです。 

 

 ・学校へ来た時よりも賢くなるため 

 ・大人になって困らないように勉強するため 

 ・チームワークを学ぶため 

 ・人として大切なことを学ぶ 

 次々と出てきます。 

 

 SOLAN に通う子たちは、さらに上位の、SOLAN ならではの目標をもってほしいと思い

ます。 

 学校の一丁目一番地。『グローバルシチズンシップの育成』。その理念に基づいて私た

ちも教育活動を展開しますし、みなさんも進むべき方向です。 

 



 簡単に言えば「正解のない世界で、活躍する日本人を育てる」。 

 

 環境問題、貧困、感染症など正解のない問いに正対し、取り組んでいくのです。 

  

算数のように正解のある問いに粘り強く取り組むというのは、その練習です。正解のあ

る問いを解くことで「これくらい練習をして、このように取り組めば道筋が見えてくる」

ことを体感するのです。 

 

自分の生活、進捗
しんちょく

状況を振り返り（内省すると言います）先のことを見据えて目標を設

定して課題解決に向かうのは、正解のない問いへ向かうときの基本姿勢です。 

「未来のことは分からない」だからこそ、道しるべを立て、進むべき方向を明確にする

のです。 

 

まずは、目の前の課題に取り組む。 

とりあえずやってみる。 

分からなければ聞く。 

できないことはできないと言う。ただし、できる範囲や選択肢を考える。 

難易度が高すぎたり、量が多すぎたりしたら意見を言う。 

時間内に無理そうなら、締め切りを延ばしてもらう。 

 

 全員ではありませんが、「やらない、逃げる、諦める」よくない雰囲気を感じたので話

をしました。 

 

 

 帰りの会での Sam先生の例え話、私はとても納得して聞いていました。 

 「ドッヂボールをしていたとする。ボールをキャッチして、そのボールを抱えてどこか

へ走り去ったら、ドッヂボールをしている人たちは楽しいだろうか？」 

 その場で、やるべきことがあります。 

 自由と自分勝手は違います。 


